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	口腔がんとは、、、口腔には舌、歯肉、頬粘膜・筋肉、口唇、あごの骨、唾液腺など、多種多様な構造物からなります。そしてこれら全てからがんが出来る可能性があります。一番多いのは、舌やほおなど表面の粘膜から発生する「扁平上皮がん」で、舌に一番多く出来ます。つまり「舌がん」が一番多く、口腔がんの6割を占めます。舌は会話や食事でよく動かすため、歯、尖った被せ物、合わない入れ歯に何度も接触して刺激となり、がんができやすいです。口腔がんの危険因子には、喫煙、飲酒、慢性の刺激、ウイルス感染、加齢などがあります。喫煙...

